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算22:l!!Iリモートセンシングシンポジウム 2020年 2月”B @干震大学

纏鑢・量童鎗暴分子重慶の長光鴫・駁センサーの●覺
ー富士山での・漏一

小林書郎（福井大学） 檜名違譴、久世宏明（千菓大学）

矢吹正教（京都大学） 三浦和謬（東京運科大学）

富士山測候所を活用する研究
1 図露観測の歴忠
•18”年1..12月中央気拿台野中至夫饗11)冬拳観薫開始

•1932年富士賽帳所設置による通年観測の閣姑

•1964年10月富士山レーダー完舷

·l...年9月富士山レーダー邁JI!闘了、 ネッドワークヘの移行

•2013年6月富士山が世界文化遍崖に畳餞

2．認定NPQ法ム「冨土山潟鯰匝を活目丈ゑ会 l
•2005年11月認定NPO法人の設立

•組織影艤；研究書、企禦、行政が協働ずるネッドワーク

・研究・教膏分野：大気化字・掬遭・大気電気・雷．寓所隠字•生攣零．通信技術．
環墳教膏、地 ・111際会ll,.,,M2017の開催・会員聾： 2釦人

3 富士山の惰長

①独立峰で極地の気象条件 ②山頂は自由対溢圏

③地球規棧大気汚染の餞測に最過 ④世界遺裟 ｷ1 

都市域大気のCO2の差分吸収分光法
(DOAS)の装置構成

｀
◄
◄

ヽ

s可〗 ‘Optlcalf-
山頂付近の阜朝の登山者 • 2 Saito, Manago, Kuriyama, Kuze, Opt. Lett. 40 (2015) ->-
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3種の分子の吸収スペクトルの観測 半導体レーザ利用分子センサー

測定方法

①レーザ光を物体に照射し反射光を受光

②レーザ波長を変闘して吸釈による受信強度Itより吸収量を求める
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LO利用メタンセンサー構咸と特性

羞分吸収薫定法

メタンセンサー特件
爛定ガス メタン・櫨化水鸞●
瓢定戴珊 露外皇分職収分先

·少薫鵞可畿量 0A9,”mm 
·大潤鵞可籠量 l0.OOO •”"."‘ 
鯛定羅● l~”m 
鯛鸞露纏“""＂＂〉 10~900 m 
●帽方邊 uo衰示、ブザー
電● バッテリバック
繭作鴫閲 l.s..躙以上
外患寸9鳥 加”’’"qmm)
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図2 メタンの柱密度の時間変化 ••• 
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図• (b)先纏長に対する曼信電力の隣儡
ーI0•

4. 結 論
1 ．富士山頂での観測

•独立峰で極地の気象条件 ・山頂は自由対溢圏

・地球規棧の大気汚染観測に最適

2 小型の吸収方式センサーによる分子の観測実験
波長 1. 5µm帯LOを用いた小型、小電力、安価なセンサー

・回帰性反射板を利用した高感度持性の確認

温室効果分子メタンの検出： 1.25 印m の濃度
・火山噴出分子疏化水素の検出： 10ppb（祖対纏）

3. 今後の農開
・多種の大気分子の同時計測法の実現(CO2. 等）
・窒内(l-10m)から遺距離(-50km)の実験

・哀集分野への展開
ー11-
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NPO成果(2018)

CO2 濃度の季節変動の通年測定
会告報果成回ーー第o`
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葛定方法：NO巾汲、 100●のパッテ・）ーで遍攀戴作，濃霞珊加●の夏冬賣戴鴫薫ー12-
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